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ここで, xk(t) (k = 1, . . . , q) は基底関数, b
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とする.

θ をすべての未知母数を並べたベクトル, Y をすべての観測変量を並べた確率行列と
し, θ̂(Y) をYによる最尤推定量とすると, カルバック-ライブラーダイヴァージェンスに
基づくモデルの良さは, Z を Y と独立に同じ分布に従う確率行列として

−2EYEZ[log f(Z; θ̂(Y))] (1)

で与えられる. ここで, f(Y,θ) は, Y の同時確率密度関数である. AIC 規準は, (1) を
(−2)× 最大対数尤度

log f(Y; θ̂(Y))

によって推定するときの, 漸近バイアスを補正することによって与えられるが, τ 2 の値が
0 に近いとき, θ̂ はパラメータ空間の境界上に値をとり, 尤度方程式の解とならないこと
がある. この場合, 最大対数尤度によるリスクの推定量の漸近バイアスは未知パラメータ
数の２倍とはならない.

本報告では, ラプラス近似を用いて漸近バイアスを評価することにより, ランダム係数
を持つGMANOVA モデルに対する変数選択規準を導出した.


